
二
一
八

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
り
、
覚
盛
・
叡
尊
の
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
善
珠
の
理
解
を
基
の
説
と
融
合
さ
せ
る
形
で
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ

パ

l
リ
文
献
を
中
心
と
し
た

る

ア
ス
ラ
の
諸
相

、主①
『
大
正
大
蔵
経
』
四
五
所
収

②
『
大
正
大
蔵
経
』
七
一
・
『
日
本
大
蔵
経
』
六
六
所
収

③
石
田
瑞
麿
「
『
党
網
戒
経
』
の
注
釈
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
仏
教
思
想
研
究
』
二

一
九
八
六
)

④
末
木
文
美
士
「
日
本
法
相
宗
の
形
成
」
(
『
仏
教
学
』
三
二
一
九
九
二
)

⑤
『
大
正
大
蔵
経
』
四
五
二
九
九
頁
上
|
下

⑥
『
大
正
大
蔵
経
』
七
一
二
五
七
頁
中
l

下

'

ダ

ぜ

ノ

ミ

ニ

ヲ

ズ

ニ

ヲ

シ

-

⑦
善
珠
は
「
菩
薩
不
三
但
成
ニ
身
語
無
表
-
。
亦
成
=
意
無
表
一
。
(
中
略
)
若
意

ン

ゾ

ス

ル

ヤ

ヲ

無
ニ
無
表
一
。
菩
薩
云
何
持
ユ
三
支
戒
一
。
」
(
『
大
正
大
蔵
経
』
七
一
二
五
五

頁
中
)
と
し
て
菩
薩
に
お
け
る
意
業
無
表
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

⑧
基
は
い
テ
処
中
英
に
一
税
法
あ
り
と
す
る
哉
、
舟
表
な
し
と
す
る
説
の
二
説
を
挙

げ
、
「
於
:
二
説
中
一
既
ニ
無
エ
顕
文
-
。
亦
任
取
捨
。
」
(
『
大
正
大
蔵
経
』
四
五
三

0
0頁
上
)
と
し
て
い
る
。

⑨
『
大
正
大
蔵
経
』
七
一
二
六

O
頁
下
|
二
六
二
頁
中

⑬
叡
尊
「
表
無
表
章
血
肱
相
承
次
第
」
(
『
関
東
往
還
記
』
紙
背
『
西
大
寺
叡
尊

伝
記
集
成
』
所
収
大
谷
出
版
昭
和
三
一
年
)

。
『
大
正
大
蔵
経
』
六
六
所
収

⑫
江
戸
時
代
の
学
匠
で
あ
る
基
弁
の
著
『
大
乗
法
苑
義
林
章
獅
子
札
紗
』
に
よ

れ
ば
、
前
者
が
中
川
実
範
の
説
で
あ
り
、
後
者
は
員
慶
の
説
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

⑬
大
乗
法
苑
義
林
章
(
『
大
正
大
蔵
経
』
四
五
二
九
九
頁
中
)

⑬
箕
輪
顕
量
「
叡
尊
の
戒
律
思
想
|
犯
罪
意
識
を
中
心
に

l
」
(
『
大
倉
山
論
集
』

三
六
一
九
九
四
)

西

谷

功

同口

序

論第
一
章
問
題
の
所
在

第

二

章

パ

l
リ
文
献
に
み
ら
れ
る
五
道
・
六
道
の
問
題

第

一

節

パ

l
リ
論
書
同
ミ

E
S吐
き
の
見
解

第

二

節

ニ

カ

l
ヤ
に
み
え
る
ヴ
ェ

l
パ
チ
ッ
テ
ィ
衆

第

三

節

ニ

カ

l
ヤ
に
み
え
る
カ

i
ラ
カ
ン
ジ
ヤ

第

四

節

ニ

カ

l
ヤ
に
み
え
る
[
そ
の
他
の
]
ア
ス
ラ

第

五

節

ニ

カ

l
ヤ
か
ら
み
え
る
五
道
の
根
拠
と
六
道
の
問
題

小

結

第

三

章

パ

l
リ
文
献
を
中
心
と
し
た
ア
ス
ラ
の
性
格

第
一
節
[
そ
の
他
の
]
ア
ス
ラ
衆
の
定
義

第
二
節
ア
ス
ラ
の
性
格

第

三

節

デ

l
ヴ
ァ
と
ア
ス
ラ
の
戦
い

第
四
節
ア
ス
ラ
の
住
み
処

第
五
節
ブ
ッ
ダ
に
歓
喜
す
る
ア
ス
ラ

小

結

第

四

章

パ

l
リ
文
献
に
み
ら
れ
る
ア
ス
ラ
道
の
位
置

第

一

節

ミ

H
q・
2
幣
匂
雪
ミ
ミ
礼
町
ミ
・
認
さ
の
用
例

第
二
節
句
円
相
h

町
ミ
ぎ
JKSGE
に
お
け
る
ス
ジ
ャ

i
タ
!
の
輪
廻
遍
歴

ト

結

次



三五
ロ口

序

ラム
肩関

仏
教
文
献
中
に
は
、

ア
ス
ラ

(gcgw
阿
修
羅
な
ど
)
は
輪
廻
す
る
行
き
先

と
し
て
の
六
道
の
ア
ス
ラ
道
を
担
い

天
に
住
む
デ

i
ヴ
ァ

sogw天
・
神
)

と
戦
う
悪
神
と
し
て
散
見
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
未
解
決
の
問
題
と
し
て
、
輪
廻
す
る
行
き
先
と
し
て
の
「
五

道
」
「
六
道
」

の
相
違
が
あ
る
。
「
六
道
」
と
は
、

天
・
人
間
・
ア
ス
ラ
・
畜
生
。

餓
鬼
・
地
獄
で
あ
る
。
「
五
道
」
と
は
、

そ
れ
よ
り
ア
ス
ラ
を
除
い
た
五
つ
の
世

界
を
さ
す
。
そ
し
て
、

天
・
人
間
を
善
道
、
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
を
悪
道
と
に

①
 

と
説
く
。
ま
た
、

わ
け
、
衆
生
は
善
道
に
生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
善
行
を
な
せ
、

「
六
道
」
を
説
く
場
合
に
は

ア
ス
ラ
を
善
道
に
入
れ
る
も
の

(
三
善
道
)
と

悪
道
に
入
れ
る
も
の

(
四
悪
道
)
と
が
あ
る
。

ア
ス
ラ
を
い
ず
れ
に
属
せ
し
め

る
の
か
と
い
う
こ
と
は
経
典
。
部
派
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

ア
ス
ラ
の
有
無
に
よ
っ
て
「
五
道
」
「
六
道
」
の
相
違
が
生
じ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
伝
持
す
る
部
派
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
さ
れ

て
い
旬
。
そ
の
論
拠
は
主
と
し
て
論
書
類
を
資
料
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
五

道
」
「
六
道
」
と
い
う
タ

i
ム
に
注
目
し
、
そ
の
比
較
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
旬
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
思
わ
れ
る
「
ア

ス
ラ
」
自
体
が
考
察
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
に
お
い

て
は
「
五
道
」
「
六
道
」

の
相
違
は
す
で
に
諸
部
派
の
簡
で
生
じ
て
い
た
と
い

う
前
提
で
考
察
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
向
一
部
派
内
で
は

パ

l
リ
文
献
を
中
心
と
し
た
ア
ス
ラ
の
諸
相

相
違
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

宇
品
れ
~
、

ア
ス
ラ
を
除
い
た
五
道
説
の
場
合
、

ア
ス
一
フ
の
何
が
否
定
さ
れ
る
の

か
が
問
題
と
な
る
。
「
ア
ス
ラ
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
」

の
否
定
な
の
か
、

「
ア
ス
ラ
の
世
界
」

の
否
定
な
の
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は

パ
ー
リ
文
献
を
中
心
と
し
て
上
記
の
先
行
研
究
に
お
い

て
考
察
対
象
と
し
て
は
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
ア
ス
ラ
」
を

中
心
に
し
て
論
及
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

「
五
道
」
「
六
道
」

の
問
題

を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
資
料
が
提
示
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本

さきム
肩関

ー
、
パ

i
リ
文
献
で
「
五
道
」
「
六
道
」

④
 

の
相
違
に
関
し
て
言
及
す
る
資
料
は

⑤
 

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
①
上
座
部
は

論
常
一
自
民

Q
N
E
S
Sミ
(
図
。
・

3
・ωg-8H)

ア
ス
ラ
道
を
認
め
ず
、

五
道
を
と
る
こ
と
。
②
ア
ス
ラ
は
少
な
く
と
も
、

ヴ
コニ

ー
パ
チ
ッ
テ
ィ
衆
(
〈

a
m
E門
Z
B江
ω叫
)
・
カ
!
ラ
カ
ン
ジ
ャ
ア
ス
ラ
衆
(
開
削
一
ωa

の
三
種
類
の
種
族

}
s
g町長叫

g
c円
削
)
・
[
そ
の
他
の
]

ア
ス
ラ
衆

2
2
3
広
三
)

が
あ
る
こ
と
。
③
ヴ
ェ

i
パ
チ
ッ
テ
ィ
衆
は
天
(
仏
雪
印
)
に
属
し
、

カ
i
ラ
カ

ン
ジ
ャ
ア
ス
ラ
は
餓
鬼
(
宮

g)
に
属
す
こ
と
。
④
ヴ
ェ

i
パ
チ
ッ
テ
ィ
衆
は

天
と
同
じ
姿
(
種
類
)

で
あ
り
、
同
じ
財
産
を
有
し
、
向
じ
食
事
を
と
り
、
同

じ
寿
命
で
あ
り
、

天
と
婚
姻
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

カ
i
ラ
カ
ン
ジ
ヤ

ア
ス
ラ
も
餓
鬼
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
な
ど
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、

一カ

i
ヤ
か
ら
、
②
の
三
種
類
の
ア
ス
ラ
を
概
観
す
る
。

ヴ
ェ
!
パ
チ
ッ
テ
ィ
衆
と
は
、

ア
ス
ラ
王
ヴ
ェ

i
パ
チ
ッ
テ
ィ
に
属
す
る
ア

ニ
一
九



天界に住む

海底に住む

表 1

サッカ

ヴェーパチッティ

表2

伊tl

Khuddaka-ttitha， p.5; Sutta-ηittita (Sn.)， v.231; J.III， p.456 (散文);J.lV， p. 
172 (散文);J. V， p.363 (散文)

用

ス
ラ
衆
で
あ
る
。
こ
の
用
例
を
み
る
と
、

'rs-逮
HEa~〈匙
A
Y
R
N
(
め
~
〈
・
)
に
は
神
々
の
王

サ
ッ
カ

(ωωww。円四雪山
5
5
宮
内
目
。
)
が
ヴ
ェ

~ I 
0.. 
2 パ
会チ
とツ

述ア
Jミイ

ごを
モ⑥五
しの
か天
し(
、U

そ与

の
他
の
用
例
は
サ
ッ
カ
と
対
比
的
に
用
い
ら

⑦
 

れ
る
(
表
1
)
。

そ
れ
で
は

カ
l
ラ
カ
ン
ジ
ャ
ア
ス
ラ
は

ど
う
か
。
こ
の
用
例
は
数
例
に
留
ま
る
。

b
」
〈
・
還
を
・
ミ
F
S芯
に
は
、
裸
形
行
者
が

「
諸
々
の
ア
ス
ラ
の
内
で
最
も
卑
し

死
後
、
い
カ

l
ラ
カ
ン
ジ
ャ
と
い
う
ア
ス
ラ
の
身
体

⑧
 

そ
こ
に
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
あ

〉
}
7
レ
ザ
t

』、

る
。
こ
れ
よ
り
、

ア
ス
ラ
で
最
も
低
い
身
分

が
カ

l
ラ
カ
ン
ジ
ャ
ア
ス
ラ
と
わ
か
る
。
ー
レ

か
し
、
他
に
「
大
恐
怖
あ
る
カ

l
ラ
カ
ン
ジ

⑨
 
ヤ
」
、
ま
た
、
冶
芯
な

Q
・
)
の
註
釈
に
は

「
[
菩
薩
は
]
焼
け
つ
く
渇
望
や
飢
え
と
渇
き

の
あ
る
カ

l
ラ
カ
ン
ジ
ャ
に
な
る
こ
と
は
な

時
」
と
あ
る
だ
け
で
、
餓
鬼
と
と
も
に
言
及

さ
れ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
「
大

恐
怖
あ
る
カ

l
ラ
カ
ン
ジ
ャ
」
と
さ
れ
る
筒

二
二

O

ιHサ
+
品
、

Erzatu
・

ア
ス
ラ
の
名
前
の
列
挙
と
と
も
に
み
ら
れ
、
ま
た
、

H
に
あ
る
カ

l
ラ

カ
ン
ジ
ャ
の
特
徴
が
餓
鬼
の
特
徴
と
さ
れ
る
飢
え
と
乾
き
と
同
様
で
あ
る
点
は

示
唆
的
で
あ
旬
。
こ
の
数
例
か
ら
、
ヵ
!
ラ
カ
ン
ジ
ヤ
は
一
応
餓
鬼
と
同
種
と

み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

[
そ
の
他
の
]

ア
ス
ラ
衆
の
用
例
を
み
る
と
、
ラ

l
フ
・
ヴ
ェ

i
ロ
i
チ
ャ

ナ
・
パ
ハ

l
ラ
l
ダ
な
ど
の
ア
ス
ラ
王
た
ち
、
ま
た
、
普
通
名
詞
の
ア
ス
ラ
た

ち
も
存
在
す
旬
。
彼
ら
は
「
古
の
天
」
と
い
う
点
を
除
き
、
表
ー
の
よ
う
な
ヴ

ェ
l
パ
チ
ッ
テ
ィ
の
性
格
と
類
似
す
る
。

以
上
の
諸
点
よ
り
デ
!
ヴ
ァ
の
性
格
と
対
立
す
る
概
念
と
し
て
ア
ス
ラ
は
存

在

し

デ
i
ヴ
ァ
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に

同
円
。
・
の
論
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、

ヴ
ェ

l
パ
チ
ッ
テ
ィ
が
天
に
、

カ
i
ラ
カ
ン

ジ
ャ
が
餓
鬼
に
属
す
と
し
て
も
、

[
そ
の
他
の
]

ア
ス
ラ
衆
は
い
ず
れ
か
ら
も

別
立
さ
れ
る
べ
き
ア
ス
ラ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2
、
さ
て
、
肉
。
・
の
論
者
は
「
五
道
」
を
主
張
す
る
。
確
か
に
ニ
カ
l
ヤ
で
は

⑬
 

「
五
道
(
吉
田
g
m住
吉
)
」
の
用
例
は
あ
る
が
、
「
六
道

(ngmω
片
山
吉
)
」
の
用

例
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
肉
。
・
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
、
「
六
道
」
な
る

語
は
み
ら
れ
な
い
が
、
後
世
わ
れ
わ
れ
が
認
識
す
る
「
六
道
」
の
概
念
は

肉、

shミ
Q
F
G
-
g
F
A
Y
Q
(
岡
、
ミ
・
)

に
収
め
ら
れ
る
諸
経
を
中
心
に
用
例
が
あ
る

(表
2
)
。

次
に
「
六
道
に
相
当
す
る
境
涯
」
の
用
例
を
示
す
(
表
3
)
。

ま
た
、
ア
ス
ラ
を
合
め
た
「
三
善
道
」
の
用
例
は
な
い
。
「
三
悪
道
」
の
用

⑬
 

例
は
四
ニ
カ

l
ヤ
の
み
に
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ニ
カ
l
ヤ
を
伝
持
し
た
上



経 名 内
，脊3τ， 

Thera-gatha ( Thag.) ， 
心の故に、われらはアスラとなる。そなたの故に、われらは地獄の衆

生となる。またいつかは畜生となる。餓鬼の身を受けることもまた、
v.1128 

ひとえにそなたの古文である。

Theri-gatha， v.456 
四つの落ちゆくところと、二つの境界 (cattaro vinipata dve ca 

Theri-gatha ( Thig.) ， 天衆・人びと・畜生の胎・アスラの世界・餓鬼たち・諸地獄において
v.475 は、苦痛の衝撃が限りなく見られます。

Peta-vatthu， p.66 
諸地獄・畜生たち・餓鬼たち・アスラたち、或いはまた人びと・天衆

をあなたはみて

Itivuttaka (lti.)， p.92 
マーラの拘束から脱しない彼らは/地獄・畜生の胎・アスラ・餓鬼の境

を増大させる//

]. V， p.186 (v.31) 
地獄、そしてまた高生界・餓鬼界を増す。また、愛欲のとりこになっ

てアスラの世界をも増す。

].IV， p.490 地獄・寄生・餓鬼・アスラの生を脱した(散文)

DN.III， p.264 
地獄・吉生・餓鬼・アスラ・デーヴァ(長寿天)の五つに生まれる、

とある。

座
部
は

ア
ス
ラ
を
「
古
の
天
」
と
認
め
つ
つ
も
、
悪
道
に
属
す
る
も
の
と
考

え
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
座
部
の
伝
持
し
た
ニ
カ

i
ヤ
に
は
、

「
五
道
」
「
六
道
」
が

説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
定
型
化
し
た
「
五
道
」
と
定
型
化
し
て
い
な
い

「
六
道
に
相
当
す
る
境
涯
」
は
ど
ち
ら
が
よ
り
古
層
に
置
か
れ
る
べ
き
か
。

⑮
 

M
3
雪
h
・
は
パ
!
リ
文
献
中
に
お
い
て
も
古
層
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
が

よ
り
古
層
か
と
い
う
問
題
は
現
存
資
料
の
成
立
年
代
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
「
五
道
」
「
六
道
」
は
異
な
る
伝
承
と
し
て
並
存
し
て
い
た
と
考

え
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
川
町
、
N

弓
・
の
諸
経
に
説
か
れ
る
「
六
道
に
相
当
す
る
境
涯
」
は
、

老
は
タ

i
ラ
プ
タ
で
、
彼
は
以
前
、

ど
の
よ
う
な
人
ぴ
と
が
述
べ
、
開
い
た
の
か
。
吋
P
輔
、
〈
-
H
H
N

∞
を
詠
っ
た
長⑬
 

ラ
l
ジ
ャ
ガ
ハ
で
舞
踏
の
座
長
で
あ
っ
た
。

ま
た

M
-
P
町・冶，〈・

8
。
.
〈
・
品
吋
印
は
ス
メ
ー
タ
ー
長
老
尼
が
一
詠
っ
た
。
彼
女
は
マ

⑫
 

ン
タ

i
ヴ
ァ
テ
ィ
!
の
コ
ン
チ
ャ
王
の
娘
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
六
道
に
相
当

す
る
境
涯
」
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
め
柏
戸
同
hNEお
お
ら
ミ
宮
は
ヴ

ェ
!
サ

i
リ
l
に
飢
鰻
な
ど
の
災
害
が
お
こ
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め

⑬
 

に
ブ
ッ
ダ
が
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
族
に
説
い
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
ア
ス

ラ
は
「
六
道
」
と
し
て
別
立
さ
れ
る
ほ
ど
有
名
な
神
格
で
あ
り
、

ブ
ッ
ダ
は
そ

れ
を
認
め
、

「
四
悪
道
」
な
ど
と
し
て
4

説
い
た
と
推
測
で
き
る
。

表 3

ま
た
、

'N

の
散
文
部
分
に
お
い
て
⑬
 

ら、

H
に
註
釈
が
施
さ
れ
る
時
代
に
は
、

ア
ス
ラ
は
別
立
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

「
四
悪
道
」

の
用
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

デ

i
ヴ
ァ
と
ア
ス
ラ
の
対
立
概
念
は

普
及
し
、

「
凶
悪
道
」
が
認
識
さ

パ

i
リ
文
献
を
中
心
と
し
た
ア
ス
ラ
の
諸
相

一一一一



@
 

れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

結

吾β、
両岡

以
上
の
考
察
に
よ
り

「
五
道
」
「
六
道
」

の
相
違
は
、
部
派
を
異
に
す
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
上
座
部
内
で
「
五
道
」
「
六
道
」

の
輪
廻

説
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、

「
五
道
」

の
用
例
は
四
ニ

「
六
道
に
相
当
す
る
境
涯
」
の
用
例
は
、
一
例
を
除
き
、

岡
、
ザ
ミ
・
に
収
め
ら
れ
た
諸
経
に
散
見
す
る
。
た
だ
し
、
同
町
。
・
成
立
当
時
、
上
座

カ

i
ヤ
の
み
に
あ
り
、

部
が
表
出
す
る
も
の
は
「
五
道
」
が
主
流
で
あ
り
、

「
六
道
」
は
少
数
派
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

H
の
註
釈
な
ど
の
用
例
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

'N
の
註

釈
者
た
ち
は
、

「
六
道
」
を
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

「
五
道
」
を
表
出
す
る
四
ニ
カ
!
ヤ
に
お
い
て
も
「
ア
ス
ラ
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
」
は
勺
弓
・

h
d
R
F
6
・

ssミ
お
な
ど
に
よ
り
理
解
で
き
、

@
 

の
存
在
場
所
も
海
底
に
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
五
道
」
を

ア
ス
ラ
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
ア
ス

ラ
の
世
界
」

示
し
つ
つ
も
、

「
五
道
」
を
表
出
す
る
上
座
部
に
お
い
て
も

一
方
で
「
六
道
」
と
解
釈
で
き

る
素
地
が
庖
胎
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

パ
!
リ
語
テ
キ
ス
ト
は
司
、
吋

ω・
版
を
使
用
し
た
。

①註

善
行
に
よ
る
生
天
の
思
想
に
関
し
て
は
、
金
漢
益

[HS匂
]
「
生
天
と
浬
繋
の

一一一一一一

関
係
|
仏
教
文
化
史
の
視
点
か
ら
|
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
印
冊
、
参

刀
口
山
。

②
主
要
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。
平
川
彰
口
ミ
品
]
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
巻
、

春
秋
社
、
古
-
N
ω
N
一
壬
生
台
舜
[
忌
∞
ω
]

「
六
道
説
に
関
す
る
こ
・
三
の
問
題
に
つ

い
て
」
『
中
川
義
教
先
生
碩
徳
記
念
論
集
仏
教
と
文
化
』
同
朋
舎
出
版
一
並
川

孝
儀
口
湯
島
「
鶏
鵡
経
類
の
展
開
l
特
に
豆
島
川
保
問
自
白

1
5包
習
を
中
心

と
し
て
l
」
『
仏
教
研
究
』
第

H
号
一
同
口

g
S
「
富
山
岳
削
W
R
B州
E
5
m志向
ω

の
所
属
部
派
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
お
巻
第
2
号
。
こ
の
中
で
、

壬
生
口
お
ω]
は
『
法
華
経
』
な
ど
の
大
乗
経
典
の
異
訳
を
比
較
検
討
し
、
『
法

華
経
』
内
で
も
「
五
道
」
「
六
道
」
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

並
川
[
巴
∞
品
]
一
同
[
呂
∞
印
]
は
、
所
属
部
派
の
異
な
る
鶏
鵡
経
類
に
着
目
さ
れ
、

そ
の
経
に
説
か
れ
る
輪
廻
の
世
界
が
、
所
属
部
派
の
違
い
に
よ
っ
て
「
五
道
」

「
六
道
」
の
二
種
類
に
分
か
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

③
註
②
の
諸
研
究
よ
り
み
る
に
、
六
道
説
を
と
る
部
派
は
、
出
世
間
部
・
積
子

部
・
安
達
派
・
北
派
な
ど
で
あ
る
。
一
方
の
五
道
説
を
と
る
部
派
は
、
上
座
部
・

説
一
切
有
部
な
ど
。

④

パ

i
リ
文
献
以
外
で
、
「
五
道
」
「
六
道
」
の
相
違
に
言
及
す
る
資
料
は
、
『
大

智
度
論
』
(
『
大
正
』
お
巻
、
ロ
-
N
∞
宮
)
、
『
雑
阿
昆
曇
心
論
』
(
『
大
正
』
お
巻
、

ロ・

8
8
)
、
『
婆
沙
論
』
(
『
大
正
』
幻
巻
、
匂
・
∞

g
g
な
ど
。
丘
・
並
川
孝
儀

[回申∞
h
F
]

一
口
由
∞
印
]

⑤
同
。
・
の
成
立
年
代
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
水
野
弘
元

[
S
S
ω
]
「
パ
!
リ

聖
典
成
立
史
上
に
お
け
る
『
無
磁
解
道
』
お
よ
び
『
義
釈
』
の
地
位
」
『
水
野
弘

元
著
作
選
集
3

パ
l
リ
論
書
研
究
』
春
秋
社
、
に
は
先
行
研
究
を
整
理
し
て

h
e・
の
成
立
年
代
を
世
紀
前
2
世
紀
の
後
半
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
町
。
・
の
概
説
と
し
て
、
同

[H38]
「
『
論
事
』
(
同
ミ
言
ミ
凡
な
蕊
)
」
前

掲
、
水
野
口
$
芯
]
『
同
書
』
所
収
、
を
参
照
。

⑥
匂
〈
・
?
匂
-
N
N
N
・

⑦

表

1
に
み
え
る
性
格
は
、

k

両
社
ミ
設
さ
・
包

S
Q
2
3
Z司
・
由
民
間
・
一
望

-z-

N
N
H
一
切
見

-
F
3・M
M仏
l
N
N
切一切ミ・

F
3・M
M
M
l
M
区
一
b
舟
雪
・
~
〈
舎
ぜ
ぬ
{
b
~
〈
・
)
戸
匂
・
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